
第 3 章 e ラーニング教材の使い方 

 

本学では、いつでもどこでも自学自習できる学習環境を学生に提供するため、パソコンとインターネッ

トを活用した e ラーニング（e-Learning、イーラーニング）という学習手法を取り入れております。 

現在導入されている e ラーニング教材は、情報倫理の学習教材と英語学習教材です。 

この章では、それらの教材の利用手順について紹介します。 

3.1 高崎経済大学の eラーニングについて 

高崎経済大学では、下表のとおりの e ラーニング教材が用意されています。 

 

e ラーニング教材名 概要 

情報倫理学習教材 

 

INFOSS は、ネットワーク利用の基礎知識、マナー、法律など

を学習するための情報倫理の学習教材です。必ず全員受講して

ください。 

＜利用対象＞ 

 両学部１年次生全員（必ず 4月 30日までに受講） 

英語学習教材 

 

Practical English 9 は、TOEIC 対策を視野に入れた英語学習教材

です。 

＜利用対象＞ 

 両学部の希望者、人数制限あり 

 

英語学習教材 

 

iKnow!は、英語の語彙を効率よく習得するための便利なツール

をまとめた学習教材です。 

＜利用対象＞ 

 両学部の希望者、人数制限あり 

英語学習教材 

 

English Central は、最新の動画素材で実践的な学習ができる

英語学習教材です。 

＜利用対象＞ 

 両学部の希望者、人数制限あり 

 

3.2 eラーニング教材の利用方法 

すべてインターネットを介して利用できる教材であるため、学内はもちろん、自宅からでも利用すること

ができます。 

インターネットブラウザを起動し、下記手順で「e-Learning 教材」のページをご覧ください。 

 

① 「高崎経済大学」ホームページを開き、最下部にある「関係機関」の中

にある「情報基盤センター」をクリックします。 

表示された「情報基盤センター」のページの下にスクロールして、「e-Learning

教材」をクリックしてください。利用は以降の節をご確認ください。  

 


